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９・１０月のグループ活動 

９月のグループ活動は、プラ板制作をしました。 

プラスチックの板にチェーンを通す穴をパンチで開けて、事前に決めておいた絵をポスカや

マッキーで描きました。細かいところも集中して一生懸命描いていました。 

描いた後、いよいよトースターで温めます。プラスチックの板が縮んでいく様子を見て、「わ

ぁ縮んだ！」とびっくりした様子でした。その後チェーンを通して、早速ランドセルにつけたり、

大事そうに持ち帰ったりと子どもたちそれぞれが楽しく活動できました。 

１０月のグループ活動は、ボードゲームです。 

人生ゲーム（なつかしいですね。）をやりました。 

昔からあるゲームですが、子どもたちも大好きです。 

生命保険に入ったり、株や家を買って資産を増やし 

たり、お宝を買ったりと、とても楽しんで活動してい 

ました。マスに書いてある文を読むことも読む練習に 

なっています。 

最後に自分の資産を数えますが、大きな数の数え方 

の勉強にもなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京２０２５デフリンピック開催 

 聴覚障害者のオリンピック「デフリンピック」が今年１１月に東京で開催され 

ます。１９２４年フランスで第１回大会が開かれ、今年は、百周年を祝う大会と

なります。 

 デフリンピックでは、陸上やサッカーなど夏の大会２１競技、アルペンスキー

やカーリングなどの冬の大会６競技が行われています。その中でも、デフリンピ

ックだけに取り入れられている「オリエンテーリング」という競技があります。 

「オリエンテーリング」とは、地図とコンパスを活用して、山野に設置された

チェックポイントを順番に通過してゴールに着くまでの「速さ」を競う競技です。 

道なき山野の地図を読むことで自らの力で進路選択する決定力・判断力、荒野

や湿地等を走る身体的能力がトータルに要求されるスポーツです。 

（東京２０２５デフリンピック競技紹介 HPより） 

  

「デフリンピック」では、どんな競技が行われているのか詳しく知らなかったこ

ともあり、調べていると、デフリンピックだけで行われる競技が２つあることが

分かりました。それが、「オリエンテーリング」と「ボウリング」です。皆さんも

きっと一度はやったことがあるスポーツではないでしょうか？ 

特に「オリエンテーリング」は、夏休みのキャンプなどで 

子どもの時にやった記憶がありますが、 

スポーツという感覚はあまりありませんでした。 

なので、このように国際大会の競技になっている 

ことにびっくりしました。知力、体力の両方が必要な 

この競技、デフリンピック東京大会で注目したい競技の 

一つになりました。          （文責：工藤） 

♬今後のグループ活動予定♬ 

１１月２６日（水） ひきふね図書館による読み聞かせ 

クリスマスリース作り 

１２月１７日（水） クリスマスパーティをしよう。 

１月１４日（水） ひきふね図書館による読み聞かせ 

         お正月遊びをしよう 

２月２５日（水） 卒業おめでとう会をしよう 


